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日本電気音響（電音）、TEAC 等で録音機器を

手掛けられた阿部美春さんが、JAS ジャーナル

2004 年 7 月号の「その 1」から 2012 年 11 月号

の「その 66」まで、毎回読切り形式の連載で合計

500 頁を越えて執筆された渾身の力作、「テープ

録音機物語」が単行本として出版されることにな

りました。 

阿部氏は日本の録音機のみならず、標準化活動

や画期的な新機種の開発などを通じて、世界の

録音機の発展に大変な貢献をされました。「テープ

録音機物語」には、磁気録音機に関する貴重な

知識・経験を残しておきたい、との氏の思いが

込められており「その 67」以降の構想も考えて

おられましたが、残念ながら 2013 年 1 月に逝去

され、まさに絶筆となってしまいました。JAS

ジャーナルでの連載をまとめて一冊の本にする

ことは、氏ならびにご家族の強い想いでありましたが、JAS としても微力ながら協力させて

いただくなかで、このたび書籍として完成をみた次第です。 

JAS ジャーナル連載時には「その 1」から「その 14」まではジャーナルの印刷紙面に掲載され、

「その 15」以降はネット配信で会員の皆様にお届けしました。連載記事をご愛読いただいた方も

多かったと思いますが、欧州、米国、日本における磁気録音の発明から鋼線録音機、磁気テープ

録音機（オープンリール、カセットテープ）に至るまで、録音技術と製品のおおよそ 100 年の

流れが集大成されており、技術の最前線で活躍された筆者の豊富な経験が、単なる技術史を超える

魅力を与えた読みごたえある一冊となりました。この機会にぜひお求めいただければと思います。

なお、「テープ録音機物語」の連載を阿部氏と二人三脚で推進された、日本オーディオ協会

元専務理事の藤本正熙氏から、阿部氏を偲んで「オーディオのレジェンド」の記事を本号に寄稿

いただいております。 

 

内容： 2016 年 6 月 11 日発売 B5 版 516 ページ 定価：12,500 円 

目次： 次ページをご参照ください。 

お求めの方法はこちらから 

 

 

阿部 美春さんの「テープ録音機物語」出版のお知らせ 

日本オーディオ協会事務局 

J A S  I n f o r m a t i o n  

http://www.jas-audio.or.jp/softs_cat/publishments
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